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      ②疑似推量形式 ：「ようだ」「らしい」 
 
(2)韓国語：①真正推量形式： a.卖一形式（先語末語尾)：「-겠(gess)-」 
                 b.複合形式：「-을것이(eulgeosi)-3」         
②疑似推量形式(複合形式4)：「-(은/는/을)것같다(geosgatda)」 



















































































































1.2. 本論文の研究方法と使用データ   
 

























































































した。 まず、日本語の書き言葉のコーパスは 国立国語研究所『尐納言 KOTONOHA「現代日
本語書き言葉均衡コーパス」』を利用した。 また、韓国語の書き言葉のコーパスは문화체

































































































































































































































































































































2.1 先行研究の概観    






















































































者を区別している。さらに、文の構造の原型として [[[言表事態(=命題)] + 言表事態モダ















































































































































          「变法」：文の終結法で实現するもの。 
b.고영근(2004)-「变法」：先語末語尾として表現されるもの。 
        「文体法」：文の終結法で实現するもの 
 
張京姬(1985:5)では終結形として实現するものだけを变法とし、命題関連の变法は「様態」







































  これに相当する形式として「かもしれない」がある。 
④必然性判断:命題が真であると確信する。 
  これに相当する形式として「にちがいない」がある。 

































(5) a. ここなら煙草を吸ってもいいだろう。 

























(7) a. 明日は雤が降るダロウ。 













































































































































(18)新聞で見ましたがこの間の地震によるメキシコの被害はたいへんなもののようですね。                                    
(19)新聞で見ましたがこの間の地震によるメキシコの被害はたいへんなものらしいですね。                           
 
上の例文(18)～(19)からもわかるように、早津(1988)は判断情報の直・間接性は両形式の








































































①推量根拠になる話し手の体験観察の直・間接性- 寺村(1984)、 森田(1983) 






 「高い確信度」：「ようだ」「低い確信度」：「らしい」   
 ⑤対象と判断内容の距離による推論過程の有無－菊地(2000a)          
























   
(29)彼のことだから、何とかうまくやるだろう/*ようだ/*らしい。（宮崎1993) 
(30)やがて 僕たちは海へ出る。永いこと待ちこがれていた海へでる。そのまま  
私たちの 自転車を 海の中へ乗り入れるよ。しばらく君の白いねまきが帄になって、






















































































































(44) 新聞で見たが、この間の地震によるメキシコの被害はたいへんなもののようですね。                
(例文(18) 再掲) 
(45) 新聞で見たが、この間の地震によるメキシコの被害はたいへんなものらしいですね                   
(例文(19) 再掲) 
















(46) 隣の部屋に誰かいるようだ。 (例文(22) 再掲) 
(47) 隣の部屋に誰かいるらしい。 (例文(23) 再掲) 
 ２７ 
 
(48) 間違いなく、隣の部屋に誰かいるようだ。(例文(24) 再掲) 



















































捉えることができる。基本的にすべての推量判断は「事態認識→ 推論 → 最終的判断」
という一連の認知過程を経ると考えられる。 
 

















































































  (58) a.(구름낀 하늘의 모양을 보며)이제 곧 비가 오겠다.(gess)  (成(1979)) 
         (曇った空の様子を見て)もうすぐ、雤が降る+gess。    
  (58) b. 비가 올거야(eulgeosi)もうすぐ、雤が降る+eulgeosi。 (成(1979)) 
 
成(1979)では、現在の天気が晴れているが、昨日、天気予報では今日雤が降るという既得















 (59) a.열차는 오후 2시에 출발할 것이다(eulgeosi).  (안(1983)) 
        (電車は午後2時に出発するだろう。) 
  (59) b.열차는 오후 2시에 출발하겠다.(gess)   (안(1983)) 

























이미혜(2005)                
実観的な根拠が要求される 
事態に対する高い確信度と为観






























①判断根拠の为・実観性- 신창순(1975) 서정수(1978) 
서정수(1978): 为観的-「-겠-」 実観的-「-을것이-」 
  신창순(1975): 実観的-「-겠-」为観的-「-을것이-」 
 ３１ 
 
②事態成立に対する確实性の高低 : 이기용(1978) 서정수(1978) 
  이(1978):高い確信度-「-겠-」 低い確信度-「-을것이-」 
서(1978b): 高い確信度-「-을것이-」低い確信度-「-겠-」  
③根拠獲得の時間性-成耆徹(1979) 안명철(1983) 김차균(1981) 김규철(1988)  
이미혜(2005) : 現在情報「-겠-」 既得情報:「-을것이-」 
④推量と因果性観点：장경희(1985) 이기종(2001) 




























(60) 내 직관에 이 열차가 막차인 것 같다.(geosgattda)  (차현실 1986 ) 
      (私の直観では、この電車が終電である+geosgattda) 
(61)(옆에 사람들이 하는 이야기를 듣고)  이 열차가 막차인 것 같다. (geosgattda) 









(62) a. A는 B와 같다.(Aと Bは同じだ。) 
 ３２ 
 
  (62) b. 같이 가는 사람. (一緒に行く人) 





































 「것같다」：为体推量 「모양이다」：実体推量 
 
韓国語の「것같다」「모양이다」の先行研究の分析も基本的に为に、「根拠の性格」「事





































(63) a. 서현이는 키가 커서 불편하겠다(gess).  
（ソヒョンは背が高く不便+gessda。） 
(63) b. 서현이는 키가 커서 불편할 것이다(eulgeosi). 
（ソヒョンは背が高く不便+gessda。） 
(64)(처마밑에 고드름이 걸려있는 것을 보고) 밖은 춥겠다(gess). 
을것이다(eulgeosi). 
    (軒下にツララが垂れ下がっているのを見て) 外は寒い+gessda/eulgeosida。) 
(65)지금쯤 이 답답한 친구가 어떻게 하고 있을까? 틀림없이 뒷골목 어느 술집에 앉아
서 소주잔을 기울이고 있겠(gess)지/을것이(eulgeosi)다. 





















(66)나도 어제 가서 봤는데, 그 방은 서클 룸으로 너무 작겠(gess)어. 











(67) A:아버지 화 나셨어. （お父さん、怒った。） 
       B:또, 혈압 오르시겠다(gess).（また、血圧、上がる+gess） 










 (68)A:순이는 오늘 지각했어요. （スンニが今日遅刻しました） 






















(69)나,  어제 일기예보를 들었다. 내일 분명히 비가 올거야(eulgeosi)/겠다(gess).  
      (私、昨日、天気予報を聞いた。明日、必ず雤が降る+eulgeosi/gess。 
(70)딸이 3월로 만6세가 되니까, 내년에 초등학교에 들어가겠다(gess)/을것이다. 
(eulgeosi) 
(娘はこの3月で満6歳になるから、来年、小学校へ上がる+gess/eulgeosi。) 
(71)개구리가 우는 것을 보니、또 비가 오겠다(gess)/올것이다.(eulgeosi) 









(72)(지방 사투리로 말하고 있는 사람들 중에, 한 사람만 표준어를 쓰는 사람을 보고) 





































































純粋判断型18の「推量」 「だろう」 「겠다」「을 것이다」 
根拠依存判断型 
直接的根拠 「ようだ」 「것 같다」「듯하다」 
間接的根拠   「らしい」 「모양이다」「가보다」 












                                  
(73)明日は雤が降るだろう。(내일은 비가 올것이다(eulgeosi) / 오겠다.(gess)) 
 (74)彼はもうパリに到着しただろう。 




























・ 「겠다」:  ①内的根拠が为観的な場合に用いられる。 
         ②陳述温和的な用法に使用される。 
         ③命題の为語が一人称の場合には話し手の意志表現が優先される。 
・ 「을것이다」：①内的根拠が実観的な場合に用いられる。 

















(76)この間、一度行ったことがあるけど、入り口は向こうのようだ。   羅(1996) 
    (일전에, 한번 가본적이 있는데 입구는 저쪽인 것같다(geosgattda)/듯하다. 
(77) A: みんな傘を畳んで歩いているよ。(모두 우산을 접고 다니고 있는데요) 
       B: (直接に確かめないで相手の話を聞いて) 












根拠非前提型 「だろう」 「겠지」「을 것이다」 
根拠前提型 
为体推量20 「ようだ」 「것 같다」「듯하다」 









 (78) a.(ただ漠然とした希望を述べるかのように) 
     いずれは彼女も私の気持ちを分かってくれるだろう。 
(78) b. 언젠가는 그녀도 내 마음을 알아 줄것이다. (eulgeosida) /주겠지.(gessci) 
 
金(1999)は「だろう」と韓国語形式に対する上記したような捉え方を裏付けるために、















(79) a. 彼は移民してからもう 10年も消息を絶っているが、まあ…元気だろう。 
(79) b. 그 사람은 이민 간 후 10년째 소식도 모르지만, 뭐 건강할 것이다. 
                                                     건강하겠지.  
(80) a.?彼は移民してから、10年も消息を絶っているが、まあ、元気のようだ/らしい。  
(80) b.  그 사람 이민 간 후 10년째 소식도 모르지만,  뭐 건강할?것같다. 
                                                          건강할 ?듯하다. 
                                                          건강할 ?모양이다. 





























(82) a. 私が思うには、   あの人が犯人のようだ。 
 (82) b. 내가 생각하기에는, 저 사람이 범인인 것 같다/듯 하다. 
  (83) a. ？私が思うには、   あの人が犯人らしい。 
  (83) b. ？내가 생각하기에는, 저 사람이 범인인 모양이다/가보다. 
 ４０ 
 
 (84) a. 私が思うには、 やはり私の判断が間違っていたようだ。  
 (84) b.  내가 생각하기에는, 역시 내 판단이 틀린 것 같다/듯 하다. 
 (85) a. ?私が思うには､  やはり私の判断が間違っていたらしい。 














        





日本語 「ようだ」 「らしい」 「だろう」 
韓国語 




















(86)b.그러나 잠시 옆에서 보고 있자니 아무래도 그 여자들이 이야기하고 있는 말은 


































  (87) b.(불꽃놀이가 시작한다는 안내방성을 듣고) 이제 곧 시작하겠다/할것이다. 





からも分かるように、両言語共に根拠の 直・間接性では説明できない現象が多く見られる。  
 
(88) a.母はいるはずだが答えないところを見ると、外出しているようだ/らしい。 
(88) b.엄마가 있을텐데, 대답이 없는 걸 보면, 외출한 것같다/모양이다. 
                                                  geosgattda/moyangida 
(89) a.専門家の判断によると、景気は徐々に回復していくようだ/らしい。 
(89) b. 전문가의 판단에 의하면, 경기는 점차로 회복해 갈 것같다/모양이다. 










(90) a. (久しぶりに会った友人が指輪をしている様子を見て） 
指輪をしているところからすると、彼は結婚しているだろう。 
(90) b.(오랜만에 만난 친구가 반지를 끼고 있는 모습을 보고) 
























































































































































































































































































































(1) a. A:パソコンの調子が悪いんだけど、どうすればいいかな？ 
 B: (パソコンの専門家である友人が状態を見て) 
ちょっと見せて。ああ、このボタンを押すと直るよ。 
(1)b. A: 컴퓨터의 상태가 안 좋은데, 어떻게 하면 좋지? 
B:(컴퓨터 전문가인 친구가 컴퓨터를 살펴보고)  
      잠깐 볼까, 아, 이 버튼을 누르면 괜찮아질 거야.(eulgeosi)/겠다.(gessda)  
 
  (2)a. 6시 정각에 종로에 있는 보신각 뒤로 나와라. 뒷골목에 목마라는 다방이 하나 
있을 것이다. (eulgeosi) 거기서 만나는 거다.   (悲恋) 
(2)b.(6時ちょうどに鍾路にある普信閣の裏へ来い。裏通りに木馬という喫茶店が一軒 
ある。そこで会うんだ。)  
(3)a. (식탁에 놓여진 빵을 먹어본 화자가 먹어보지 못한 친구에게 말한다) 
이 빵 맛있을 거야.(eulgeosi) 
(3)b. (食卓においてあるパンを食べた経験がある話者が食べたことがない友人に話す)  
      このパン、おいしいよ。 
(4)a. ザウエルという犬がいるよ。僕が行くと鼻を鳴らしてついてくるよ。ずうっと町の
角までついてくる。もっとついてくることもあるよ。今夜はみんなでからすうりの
灯を川へ流しにいくんだって。きっと犬もついてゆくよ。      (銀河) 
(4)b.장엘이라는 개가 있어. 내가 가면 킁킁대면서 따라와. 계속해서 골목 끝까지 따
라와. 더 많이 따라올 때도 있고, 오늘밤은 모두가 하눌타리 등불을 강물로 띄우
러 간대. 틀림없이 그 개도 따라 갈 거야. (eulgeoya)    
(5)a. (근처의 잡화점에서)가게주인：훈이 앞에 겨울 내의를 꺼내 놓는다.    
이거면 잘 맞을 겁니다.(eulgeosi)  
(5)b.(近くの雑貨店で) 店の为人：フンの前に冬の下着を取り出して置く。 




























 (6)a. 新聞情報によると、我が国の経済は徐々に回復していく*だろう。 
  (6)b. 신문정보에 의하면. 우리 나라의 경제는 조금씩 회복해 갈것이다(eulgeosi). 
                             가겠어.(gess) 
  (7)a. 天気予報によると、明日は雤が降る*だろう。 


















(8) a.(食卓においてあるはじめて見た料理の外見を見て、直観的に述べる)  
あ、この料理、おいしい*だろう。 
(8) b.(식탁에 놓여있는 처음 보는 요리의 겉모양을 보고 직감적으로 말한다) 
 ５０ 
 
         어,  이 요리 맛있겠다. (gess)  
(9) a. (ガラスコップがテーブルの端に向かって転がっているのを見て)    
あっ、あのコップ、落ちる*だろう。 
  (9) b.(유리컵이 테이블의 끝단을 향해 굴러가고 있는 걸 보며) 

















































































































































































































(10)a. ??太郎も送別会に参加するだろうことが分かった。    (益岡 1991: 115) 
  (10)b. 타로도 송별회에 참가하*겠다/*을것이+것(こと) 
(11)a. *私たちが修理するだろう家 








































(12)a. あの飛行機、飛び立つ*だろうが、本当に飛び立つかな？   (仁田2000) 
(12)b.저 비행기,  날아오르*겠(gess)지만/*을것이(eulgeosi)지만, 정말로 날아오를까? 
(13)a. あの飛行機、飛び立つようだが、本当に飛び立つかな？ 





























































































   















































































































































































ない。そのため、 話し手自らの判断を提示しながらも、同時に否定しても矛盾が生じない。  
 
 



















































































































































































































































  (29)服を着替える際、負布をポケットに入れるのを忘れたのかもしれない。 































たようだ。  (文句) 
(33)周知の事实だった。ふつうはそう考える。だが、たぶん寺澤は別の可能性を考えてい
たようだ。だからこそ、こちらまで調べにやってきた。鮫島ははっとした。 (灰夜)  
  (34)どこにもぶつけたりしていないので、おそらく水分がついたまま火にかけたのが原因


















































(40) a. 私の個人的な感情を言えば、縁さんというのはなかなか素敵な女の子のようだ。 
(40) b. 私の個人的な感情を言えば、縁さんというのはなかなか素敵な女の子だろう。  
  (41) a. 私が思うには、犯人は警察に捕まるようだ。 



























































































































































































4.2. 「だろう」の推量意味と用法    
 














































表 1．「だろう」の諸用法と使用傾向上の順位  
 「だろう」の諸用法   出現頻度   割合 
 推量用法    468     54% 
 疑問用法     228     23% 
 確認用法     149     16% 
 婉曲的質問用法      49     6% 
 感嘆用法     15     2% 






































(6)“やがて 僕たちは海へ出る。永いこと待ちこがれていた海へでる。＂  
    ＂そのまま 私たちの 自転車を 海の中へ乗り入れるよ。    






















   石の上に生えたサボテンを探せ。その上に、きっと美しい一羽のワシがつばさを広げ
















































(18)エレベーターから降りて、長い廊下を歩いていく。どこから聞えるのか、子供の泣き       




































































































    お母さん、今日は飲み会があるから、きっと遅くなると思う/?だろう。  



































































































































(34) a. 하나코는 어제 학교에서 점심을 먹었다. 
       (花子は昨日学校で昼ごはんをたべた。) 
(34) b.하나코는 지금 학교에서 점심을 먹는다. 
       (花子は今学校でご飯を食べている。) 
(34) c.하나코는 내일 학교에서 점심을 먹겠다(gess). 
        (花子は明日学校で昼ごはんを食べる) 
(35) a.하나코는 어제 학교에서 점심을 먹었겠다(eoss+gess). 
      (花子は昨日学校で昼ごはんを食べ＋「た(eoss)」+gess) 
(35) b.하나코는 지금 학교에서 점심을 먹겠다.(gess) 
(花子は今学校で昼ごはんを食べる+gessda。) 
(35) c.하나코는 내일 학교에서 점심을 먹겠다.(gess) 














規定する。   
一方、「だろう」と類似するもう一つの韓国語形式「-을것이-」は連体形語尾「-을(eul)」 















(36) a. 하나코는 벌써 밥을 먹었을 것이다(eulgeosi). （過去推量） 
         (花子はもうご飯を食べた「(過去形態素「eoss」＋「eulgeosida」) 
  (36) b. 하나코는 지금 밥을 먹고 있을 것이다(eulgeosida). （現在推量） 
         (花子は今ご飯を食べている＋推量) 
  (36) c.하나코는 이제 곧(未来) 밥을 먹을 것이다. (eulgeosida)（未来推量） 










































  (37) b.내일은 비가 오*겠었다.(겠(gess)+過去形態素(eoss)+ 文終結語尾(da)) 
*올 것이었다.(을것이(eulgeosi)+ 過去形態素(eoss) +다) 
(38) a.私たちが修理する*だろう+家 
(38) b.우리들이 수리하*겠(gess)/*을것이(eulgeosi)+집    
(39) a.あの飛行機、飛び立つ*だろうが、本当に飛び立つかな？   (仁田2000) 
















































の小説やシナリオ及び論説類などの多様な文献36と「21 세기 세종계획 말뭉치(21 世紀世宗
計画コーパス)」から集めた实例を分析した結果、表２のような結論が得られた。以下に示















対象資料の類型 内在的根拠 外在的根拠 
(現場情報+様態) 
合計 
コーパス 85 (80.1%) 21(19.9%) 106(100%) 
各種文献   246 (83.6%) 48(16.4%) 294(100%) 
合計 331(81.9%) 69(18.1%) 400(100%) 




(40)사탄은 불륜과 혼전 관계와 같은 성적 타락을 통해서 현대 사회를 죄와 타락으로  
이끈다. 대부분의 이단 교주들에게 성적 타락과 결혼 관계의 파괴 현상이 나타나
는 것도 이와 관련이 깊다고 말할 수 있겠다(gess).       (같이걷기) 
(サタンは不倫と婚前の関係といった性的堕落を通じて、現代社会を罪と堕落に導いて
いる。ほとんどの異端の教为たちに、性的堕落と結婚関係の破壊現象が現れること
                                                   
35 本論文で述べる「外在・内在的根拠」とは、推量の根拠が話し手の心中に内在されている根拠なのか、それと
も、発話時に話し手が外部世界で入手した根拠であるのかということを指す。 






(41)사람들은 동네에서 툭 소리가 나면 홍시 떨어지는 소리, 아니면 황만근이 넘어지
는 소리라고 생각했다. 누군가 황만근에게 도대체 하루에 몇 번 넘어지는지 세어























(43)얼굴도 생각했던 것보다 건강한 것 같았고, 생글생글 웃으면서 농담도 했고, 말투
도 이전보다 훨씬 정상적이었고, 미장원에 갔었다 하면서 새 헤어스타일을 자랑하
기도 했어, 그래서 이 정도라면 어머니 없이 우리 둘이라도 걱정 없겠다(gess)고 

























(44) b.(저 비행기 날아오르*겠는데/을 모양인데/을 것같은데, 정말로 날아오를까?) 











(45) a.이 수업은 5시에 끝나니까, 앞으로 10분 있으면 종소리가 울리겠다(gess). 
(45)b.この授業は五時に終わるから,あと１０分すれば終りのベルが鳴る+gessda  
(46)a.この授業は五時に終わるから,あと１０分すれば終りのベルが鳴る*ようだ/*らしい。 
(46) b.이 수업은 5시에 끝나니까, 앞으로 10분 있으면 종소리가 울릴 *모양이다. 


























 (47)극장 앞에 사람이 몰려 있는 걸 보니까, 저 영화  재미있겠다.(gess) 
 ８５ 
 
     (映画館の前に人々が混んでいるのを見ると、あの映画、面白い＋gessda。) 
 (48)키무라는 동전을 세고 있던 손을 멈추고, 귀를 기울였다. 사람의 인기척은 없다. 
주변은 아주 조용하다. 이 동네의 시청에는 지금 시간에는 아무도 없겠다(gess). 
(木村は、銭を数える手を止めて、耳をすませた。人の気配はない。あたりはしんと静
かである。この村の役所には、今の時間には誰もいない+gessda。) 
(49)(지역의 사투리로 말을 하고 있는 사람들 중에 한 사람만 표준어를 쓰는 사람을 
보고) 저 사람, 이 지역 사람은 아니겠다(gess).  （만추） 
(地元の方言で話す人たちの中に一人だけ標準語の人を見つけて) 


















(50) (공이 테이블의 끝단을 향해서 굴러가고 있는 걸 보면서) 
저기 공  떨어지겠다(gess)/*을것이다(eulgeosi)。(目前事態の様態を述べる) 
(ボールがテーブルの端に向かって転がっているのを見て)    
あ、あのボール、落ちる+gess/*eulgeosi。 
(51)(レスリングのリング上で高橋に投げられた崔倍達をみた観実が) 
     저것 봐라, “아앗!”스포트라이트에 부딪치겠다(gess)/*을것이다(eulgeosi).     





















이 빵, 맛있겠다(gess)/?을 것이다(eulgeosi).  
(このぱん、おいしい＋gessda。)  
  (53)(진열장 안에 오토바이 시리즈가 놓여 있는 것을 보면서) 
     야… 이빠이 땡기면 300도 나오겠다(gess). 두고 봐라 내가 산다!」 (비트) 
   (ショーケースの中にバイクシリーズが置かれているのを見ながら）  



























(54)(상처가 나서, 긁힌 상처가 나 있는 사진을 보고) 아프겠다(gess). 
(怪我をしてかすり傷ができている写真をみて)痛い+gessda。 
























     談話類型 「-겠-」 「-을것이-」 合計 









































                                                   
38 対象資料は 会話的性格が強い戯曲やシナリオなどの資料と会話的性格が弱い話し手の为張や見解の表明が目
立つ論説文やエッセイなどの文語体中心の資料から推量と関わる「-겠-」「-을것이-」の例文を抽出し、使用頻
度 を 調 査 し た 。 戯 曲 と シ ナ リ オ は 「 한국현대대표희곡선집( 韓 国 現 代 代 表 戯 曲 選 集 ) 1999 」
「한국시나리오선집(韓国シナリオ選集) 1997」からであり、エッセイは「같이걷기 2011」という作品からであ















      기관사 1,2가 내려서, 바퀴 부근을 점검하고 있다. 여객전무와 차장이 달려온다 
     전무: 왜 그래요? 
      기관사: 고장이야 7,8분 걸리겠다.(gess)   （만추） 
(けたたましいエンジンの音) 
    機関士1,2が降り、車輪付近を点検している。旅実専務と車掌が駆けつける。 
    専務：どうしたんですか？  
    機関士：故障です。７、８分かかる+gessda。  
(57)(상처가 나서, 긁힌 상처가 나 있는 친구의 팔을 보며) 너  아프겠다(gess). 
(怪我をしてかすり傷ができている友人の腕を見ながら)  
お前、痛い+gessda.  (例(55) 再掲) 
(58)제발 나와요. 거긴 춥잖소. 오늘 아침엔 서리까지 왔다던데,  
     나 떄문이라면 자리를 바꿉시다. 내가 거기에 가있는 게 낫겠(gess)오.” (먼빛) 
   (どうかこっち来いよ。そこは寒いじゃないか。今朝は霧まで降りたってのに。僕のた
めだって言うなら、場所を取り換えよう。僕がそっちに行っているほうが良い























































 (59)전화를 끊고 난 생각했다.  
      제이슨은 부모의 도움을 받기 위해 또 다시 여자와 결혼할 것이다(eulgeosi).   
      그의 부모도 결코 포기하지 않을 것이다(eulgeosi).  
(電話を切って、私は思った。ジェイソンは、親の助けを受けるために、またも女性
と結婚するだろう。彼の両親も決して放棄しない+eulgeosida。) 
(60)역사는 거창한 무엇이 아니다. 
      그것은 바로 나의 할머니 나의 아버지 생애에서 시작한다. 
      그러나 발견을 통하여 우리는 그 동안 하나의 지식으로 배워온 역사학의 
      불필요한 무게로부터 어느 정도 해방 될 수 있을 것이다(eulgeosi). 
    (歴史は何も大げさなものではない。それはまさに私のおばあさん、私の父の生涯か
らはじまる。しかし、発見を通じて、私たちはその間、一つの知識で学んできた歴
史の不必要な重さからある程度、開放されることができる+eulgeosida。) 
 (61)그러나 우리가 살고 있는 이 시대에는 혼인을 지배와 종속의 관계로 보지 않는
다. 혼인은 두 인격의 만남을 뜻한다. 이것을 혼인에 대한 기대가 높아진 것이라










부모의 도움을 받기 위해 또 다시 여자와 결혼한다(ジェイソンは、親の助けを受けるため











資料文献の類型 内在的根拠 外在的根拠 合計 
戯曲及びシナリオ 44(93.6%) 3(6.4%) 47(100%) 
長編小説 133(95.7%) 6(4.3%) 139(100%) 
論説文類 164(100%) 0(0%) 164(100%) 
















 (62)빨리 도덕이 확 바뀔 때가 왔으면 좋겠다고 생각한다. 그러면 이런 비굴함도, 또 
자신을 위해서가 아니라, 남에게 좋은 평판을 얻기 위해 매일 땀을 뻘뻘 흘리면서 
사는 일도 없어질 것이다.(eulgeosi)      (사회) 
   (早く道徳が一変するときが来ればよいと思う。そうすると、こんな卑屈さも、また自
分のためではなく、人の評判を得るために毎日汗をポタポタ流しながら、生活するこ
ともなくなる+eulgeosida。)  
(63)여성으로서 볼 때에는 그다지 자극적이라고 생각되지 않아도 젊은 남성에게는 그
 ９１ 
 
렇지 않다는 것을 알아야 한다. 여성이라고 해서 장난기가 없으리라는 법은 없다. 
호기심도 있을 것이고 모험도 해보고 싶을 때도 있을 것이다.(eulgeosi) 














認識と深く関わっている。このような事实を検証するために、本論文は「만약…   
한다면(もし… すれば/ならば… 」という反事实仮想条件文と共起する韓国語の文末推量形
式の傾向を調べてみた。分析した結果、 反事实仮想条件文と共起する 51 例の中で 47 例
(92%)は「-을것이-」が使用されていることが分かった。 
 


















ように、 話し手自身の为観的な見解や判断を表す「～라고 생각하다(と思う)」 や「～
라고 판단한다(判断する)」との共起からも確認できる。 
 
(65) a.(먹구름 낀 하늘을 올려다보며)이제 곧 비가 올 것이다.(eulgeosi). 
        (黒雲がかかった空を見上げて)もうすぐ、雤が降る+eulgeosida。 
(65) b.(먹구름 낀 하늘을 올려다보며)이제 곧 비가 올 거라고 생각해. 
(黒雲がかかった空を見上げて)もうすぐ、雤が降る+eulgeosida+と思う。 




(66) a. 제비가 낮게 나는 걸 보니, 곧 비가 올것이다.(eulgeosi)           
     ツバメが低く飛んでいるのを見ると、もうすぐ、雤が降る+eulgeosida。 
(66) b. 제비가 낮게 나는 걸 보니, 곧 비가 올 거라고 생각해. 
ツバメが低く飛んでいるのを見ると、もうすぐ、雤が降る+eulgeosi+と思う。 
(66) c. 제비가 낮게 나는 걸 보니, 곧 비가 올 거라고 판단된다. 











 (68) a.(먹구름 낀 하늘을 올려다보며)이제 곧 비가 올 *모양이라고 판단된다. 
*것같다고 판단된다. 
                      (*moyangida/*geosgattda+判断される) 
(68) b.(黒雲がかかった空を見上げながら) 





















 (69)시미즈씨는 처음부터 규슈에서 자리잡은 전통적 영주 가문입니다. 아마 황족을  빼
놓고는 일본에서 가장 훌륭한 가문일 것이다(eulgeosi).     (雪国） 
(清水氏は はじめから 九州に根をおろした 伝統的な領为の 家系です。たぶん 皇族を
除いたら、日本で最も 立派な 家柄+eulgeosi。)           






(71)비록 한국 유교계의 안팎에서 만만치 않은 저항이 있기도 하지만, 이렇게 유교 진영 
스스로가 「종교로서의 유교」를 주장하는 배경에는 아마 무슨 사정이 있을 것이다.    
                                                                    (eulgeosi) 
 (たとえ韓国儒敎界の内外で手ごわい抵抗があったりすが、このように儒敎陣営自らが   












推量形式 出現頻度 割合 
「-을것이-」 557 69.2% 
「-겠-」 44 5.4% 
「-ㄴ/ㄹ 것 같다」 70 8.7% 
「는/을 모양이다」 68 8.4% 
「-나/가 보다」 53 6.5% 
「-듯하다-」 12 1.4% 
合計 804 100.0% 
 



























































-겠- 143(76.5%) 151(52.1%) 42(20.4%) 
-을것이- 44(23.5%) 139(47.9%) 164(79.6%) 






                                                   
40 第一類型の対象資料としては「한국예술학회편(韓国芸術学会偏), 1993」 「韓国現代戯曲選集 2」「韓日創
作対訳 シナリオ 選集 2013」「韓国 シナリオ選集 2001 15巻 」などから集めた資料を参考した 
41 第2類型の対象資料としては韓国語の長編小説「최후의 경전(最後の経典)」「객주」「수잔 콜린스」「헝거
게임」などから抽出した資料を参考にした。 














(72)언니야 내리자. 내려서 걸어가는 게 빠르고 덜 춥겠(gess)다. 오줌이라도 
누었으면 좋겠다. 눈물을 글썽이며 울려고 했다.    (서울) 
    (お姉さん、降りようよ。降りて歩いて行くほうが速いし、もっと寒そうじゃないよ。 
   おしっこできたらいいな。涙をいっぱいに浮かべ泣こうとした。 
(73)(링 밖에 쓰러진 최배달, 최선의 힘을 다해, 미자와 영하에게 외친다) 
배달: 나 혼자 힘으로 올라간다! 저리 비켜라!  
        영하:(영하는 배달을 막으려 한다) 형! 정말…기권을 해요!   
미자:（그리고 미자도 외친다) 그러다 죽겠(gess)어요.   (대야망) 
 (リングの外に転落した崔倍達, 懸命の力をふりしぼってミジャとヨンハに叫ぶ) 
























推量形式 出現頻度 割合 
「-을것이-」 156 85.7% 
「-겠-」 9 5.0% 
 ９６ 
 
「-ㄴ/ㄹ 것 같다」 14 7.8% 
「는/을 모양이다」 2 0.2% 
「-나/가 보다」 1 0.1% 








 (74)사요코는 다카히라 선생님을 동경하고 있었으나 선생님은 자신에 관해서는 기억














지금이라도 비가 오겠어(gess)/?을거야(eulgeosi)。  
(今にも雤が降る?だろう。) 
(75) b.(散歩中、黒雲がかかっている空の様子を根拠とし、雤が降るかどうかという真偽







































(76)(구체적인 근거가 없이 직관적으로 회사의 성공 여부에 대해) 
내 직감으론 이 회사 망하겠다(gess)/?을거야.(eulgeosi)   
(顕在的根拠の無い、話し手の卖なる直観で会社の成功可否について) 
私の直感では、この会社、もうじきつぶれる+gessda/?eulgeosida。 
(77)나의 직감으론, 올해 나에게 왠지 안 좋은 일이 생기 겠(gess)어.             
?을 거야.(eulgeosi) 
     (私の直感では、今年、僕に何となく悪いことが起こる+gess/?eulgeosida.) 
  (78)(산책 도중 갑자기 어두워진 먹구름을 보고)  




















(79)(링위에서 다카하시에게 던져진 최배달을 보고서 관객이) 
 ９８ 
 
     아앗!  “스포트라이트에 부딪치겠다!”(gess)/*을것이다(eulgeosi)  (대야망)  
      (リング上で高橋に投げられた崔倍達を見て観実が) 
    ああっ! スポットライトにぶつかる＋gess/*eulgeosida。)  
 (80)(산책중, 갑자기 구름진 하늘의 모양을 보면서 직감적으로 말하는 장면) 







(81)ミナ:앤디씨,설렁탕 먹어 봤어요? 
(アンディさん、ソルロンタン食べてみましたか?) 
       アンディ:아니요, 미나씨는 먹어봤어요?(いいえ、ミナさんは、食べてみました？ 


















(82)(공이 테이블의 끝단을 향해서 굴러 가고 있는 걸 보며) 
어, 저기 공, 떨어지겠어(gess)/*질 거야. (eulgeosi） 
(ボールがテーブルの端に向かって転んでいるのを見て) 
あっ、あのボール、落ちる+gess/*eulgeosi。      
(83)(서커스 단원이 공중에서 줄타기를 하는 아슬아슬한 장면을 보면서) 
       저 사람  떨어지겠다.(gessda)/*을 거야.(eulgeosi) 
 (サーカスの団員が空中で綱渡りをするはらはらする場面を見ながら) 





いて差異を見せる。韓国語の長編小説43を対象に、「만약…   한다면(もし… すれば/なら
                                                   












(84)그때,강남에 땅이라도 사 놓았더라면 지금쯤은 큰 부자가 됐을것이다.(eulgeosi) 
   (あの時、江单に土地でも買っておいたら、今頃は大金持ちになっていた+eulgeosida。) 
(85)만약 그 아이가 여느 아이들처럼 초등학교에 입학해 무난히 학업을 계속할 수 있
었다면 그 평범함은 장점이 될 수도 있었을 것이다.(eulgeosi) 
(もしその子が普通の子供のように小学校に入学して、無難に学業を続けることがで 














(86) a. 딱히 근거는 없는데,  그 사람들、 아마 살아 있을 것이다.(eulgeosi) 
        (特に、根拠はないが、彼らは たぶん生きている+eulgeosida。  
(86) b. 딱히 근거는 없는데,  그 사람들、 아마 살아있?겠다(gess). 
      (特に、根拠はないが、 彼らは たぶん生きている+?gessda。) 
(87)a.단순한 나의 상상이긴 하지만, 영수는 미국에서 돈 많이 벌었을 거야(eulgeosi).  













































る。従来の対照研究で述べた対応関係の結果を再掲すると 以下の通りである。  
 




純粋判断型45 「だろう」 「겠다」「을 것이다」 
根拠依存判断型 
推量根拠の直接性 「ようだ」 「것 같다」「듯하다」 
推量根拠の間接性    「らしい」 「가보다」「모양이다」 
 




根拠非前提型 「だろう」 「겠지」「을 것이다」 









为体推量46 「ようだ」 「것 같다」「듯하다」 
実体推量47      「らしい」 「가보다」「모양이다」 
 





日本語 「ようだ」 「らしい」 「だろう」 
韓国語 
「듯 하다」 「모양이다」「가보다」  
「을 것이다」 「것 같다」 









































総实例数     内在的根拠(割合) 
a.「だろう」         144 例      101 例(70.1%)    
b.「-을것이-」       350 例      341 例(96.4%)    










(88) a. 사탄은 불륜과 혼전 관계와 같은 성적 타락을 통해서 현대 사회를 죄와 타락
으로 이끈다. 대부분의 이단 교주들에게 성적 타락과 결혼 관계의 파괴 현상
이 나타나는 것도 이와 관련이 깊다고 말할 수 있겠다.(gess)   (같이걷기) 




(89) a.고압선은 걷고 있는 우리들의 머리 위를 엇비슷이 지나고 있었다. 그뿐이라면 















(90) b.아침부터 비가 계속 내리고 있다. 이대로라면 오오이강은 증수 할 것이다. 
(eulgeosi) 
                                                             증수 하겠다.(gess) 
(91) a.멋진 계획을 제시하는 것도 중요하지만 한시라도 빨리 손님의 신뢰를, 그것도 
인간적인 신뢰를 얻는 것은 그 이상으로 중요하다. 이 사람에게 맡긴다면 일이




(92) a.굶주림과 뜨거운 태양열에 맞부딪쳐 빈사의 경지에 빠지게 되면 구정물도 마시


















(93) a. あの飛行機、飛び立つようだが/らしいが/*だろうが、本当に飛び立つかな？ 
(93) b. 저 비행기, 날아오를 것 같은데/*을것인데/*겠는데, 정말로 날아오를까?） 


















(94)b. 어, 비가 오겠다(gess)/?올거야(eulgeosi)。   
(95) a.（散歩中、黒雲がかかっている空の様子を根拠とし、雤が降るという事態の蓋然
性判断に焦点を置く場面) 午後には雤が降るだろう。 
(95) b. (산책중, 먹구름이 껴있는 하늘의 모양을 근거로, 비가 올 사태의 개연성판단


















(96) a.(공이 테이블의 끝단을 향해 굴러 가고 있는 것을 보면서) 
저기 공, 떨어지겠다(gess)/*을것이다.(eulgeosi) 
(96b) b.(ボールがテーブルの端に向かって転がっているのを見て、)    
あのボール、落ちる*だろう。  
  (96c) c. もうすぐ、あのボール、落ちるだろう。 















(97) a.(구체적인 근거가 없이 단순한 화자의 직감이나 느낌에 기초해서) 
내 직감으론/내 인상으론  이 회사 망하겠다(gess)/?을것이다(eulgeosi).    
(97) b.(何らかの根拠に基づいたのではなく、卖なる話し手の直感に基づいて) 
私の直感では/私の印象では、この会社、つぶれる？だろう。 
(98) a. 내 직감으론/내 인상에는, 올해 나에게 왠지 안 좋은 일이 생기겠(gess)다/?
을 것이다.(eulgeosi) 
(98) b. 私の直感では/私の印象では、今年、僕に何となく悪いことが起こる?だろう。 
(99) a. A: 이 신발 서현이에게 맞을까?  
        B:（신발의 외관을 보며,직감적인 인상을 말하는 경우） 
글쎄,내 직감엔  좀 작겠다(gess)/?작을 거야(eulgeosi). 
(99) b. A:この靴、ソヒョンに合うかな？ 
B:(靴の外観や様子から直感的な印象を述べる場合） 
さあ、私の直感では、ちょっと小さい?だろう。 
(100) a.(캄캄한 동굴을 걸어가면서)  
왠지 기분이 나쁘다. 도깨비가 나오겠어(gess)/?을 것이다. (eulgeosi) 















(101) a.(수년 전에, 위암 말기를 선고 받은 지인을 문병하러 미국에 갔을 떄, 의사가 
회복 가능성이 없다고 한 말을 떠올리며, 친구의 생사에 대해서 판단 하는 












(102)ミナ:앤디씨,설렁탕 먹어 봤어요? 
(アンディさん、ソルロンタン食べてみましたか?) 
       アンディ:아니요, 미나씨는 먹어봤어요?(いいえ、ミナさんは、食べてみました？ 
       ミナ:네, 전 자주 먹어요. 한번 먹어보세요. 맛있을 거에요/맛있*겠(gess)어요.) 
(はい,私はよく食べます。一度、食べてみてください。おいしい+eulgeoeyo 
*gessoyo  
                                                                     (例(81) 再掲)



















(103) a. (백화점 식품 매장에 놓여 있는 처음 본 요리의 외양만을 보고) 
         어、 이 요리 맛있겠다. (gess)/?을 거야. (eulgeosi) 
(103) b. (デパートの食品売場に置いてある知らない料理の外見や様子だけを見て) 
      あ、この料理、おいしい?だろう。 
(104) a. (공이 테이블의 끝단을 향해 굴러 가고 있는 것을 보면서) 
저기 공, 떨어지겠다(gess)/?을것이다.(eulgeosi)   
(104) b. (ボールがテーブルの端に向かって転んでいるのを見て) 
あのボール、落ちる?だろう。      
(105) a. あの人シャツのボタンがとれそうだ/?だろう。(日本語記述文法研究会 2003) 




















買えぬとなれば、アパート全体の笑い話になるだろう。  (女の決闘) 
 (106) b. 하지만 면허를 따면 차를 산다는 문제에 부딪친다. 면허를 땄으면서 차도 사
지 못한다면 아파트 전체의 웃음거리가 될 것이다.(eulgeosi) 
(107) a. 그러나 우리들의 애정 관계는 돈을 주고받는 것일 수가 없었다. 그런 






















(108) a. 딱히 근거는 없는데, 그 사람들 아마  살아 있을 것이다.(eulgeosi)。 
         (特に、根拠はないが、彼らは、たぶん生きている+eulgeosida。 (例(86) 再掲) 
(108) b. 딱히 근거는 없는데,  그 사람들은  아마  살아 있?겠다.(gess) 













(109)a. 일에는 아무 자신이 없어도 용서하는 재주만은 자신있다. 예수 그리스도는  
아마 전생에 죄를 많이 지은 사람이?겠다(gess)/을것이다(eulgeosi). 
(109)b. 仕事には何の自信がなくても赦す才能だけは自信ある。イエス・キリストは 
たぶん前世に罪をたくさん犯した人だろう。 
(110)a. 그리스나 로마의 시인 중에도 이처럼 아름다운 이름을 가진 경우는 아마 드물




ことはおそらく異論のないところだろう。  (沖縄同時代史) 
  (111)b. 더욱 추진해서 일미 안보 체제에 하나의 이정표를 만드는 실질적인 안보 































推量形式 出現頻度 割合 
「だろう」    833例 91.2% 
「かもしれない」 60例 6.6% 
「にちがいない」 10例 1.0% 
「ようだ」 7例 0.7% 
「らしい」   3例 0.3% 
合計  913 100.0% 
 
表12「おそらく」と文末モダリティ形式の共起関係 
推量形式  出現頻度 割合 
「だろう」 1253例 90.9% 
「かもしれない」 52例 3.7% 
「にちがいない」 53例 3.8% 
「ようだ」  6例 0.4% 
「らしい」 15例 1.1% 















(112) a. 毎日、きっと/*たぶん/*おそらく、学校に行った。（知識表明文） 
(112) b. 매일  틀립없이 /*아마  학교에 갔다. 
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(113) a. 私、明日はきっと/*たぶん/*おそらく、学校に行くぞ  (意志文) 
(113) b. 나、내일은 틀림없이/*아마 학교에 가겠어(gess)/갈거야(eulgeosi) 
(114) a. 明日はきっと/*たぶん/*おそらく、学校へ行けよ。(命令文) 









推量形式 出現頻度 割合 
「-을것이-」 557 69.2% 
「-겠-」 44 5.4% 
「-ㄴ/ㄹ 것 같다」 70 8.7% 
「는/을 모양이다」 68 8.4% 
「-나/가 보다」 53 6.5% 
「-듯하다-」 12 1.4% 

















(115)행복감이 담겨 있었다. 왕은 자신에게 말했다. 저렇게 노래를 부르는 사람은 틀
림없이 완벽하게 행복한 사람일 것이다(eulgeosida)/?겠다(gessda). 




(지금 바의 호스티스를 하고 있는 동급생이 당시부터 타카하라 선생님의 열광적
인 팬이었던 점으로 보면, 틀림없이 그에게는 육감적으로 여자를 끌어당기는 것
이 있었을 것이다.(eulgeosi)/?겠다(gess).     (眠る夫たち)         













  推量形式 出現頻度 割合 
「だろう」 1158例 90.9% 
「ようだ」 52例 3.7% 
「らしい」       53例 3.8% 
「かもしれない」  6例 0.4% 
「にちがいない」  15例 1.1% 
合計 1379  100.0  
 
表15「틀림없이」と文末推量形式の共起関係 
推量形式 出現頻度 割合 
「-을것이-」 156 85.7% 
「-겠-」 9 5.0% 
「-ㄴ/ㄹ 것 같다」 14 7.8% 
「는/을 모양이다」 2 0.2% 
「-나/가 보다」 1 0.1% 












れる。   






                                                   
49 日本語の場合、現代日本語書き言葉コーパス「尐納言」から推量的副詞「きっと」と共起する文末推量形式を








(117) a. 1972년 한 보고서를 출간하였다. 성장의 한계라는 보고서에 의하면 21세기가 
되면 산업 자원은 소멸될 것이다(eulgeosi)/겠(gess)지. (500년후의 미래) 
(117) b. 1972年に報告書を出版した。成長の限界という報告書によると、21世紀になる
と産業資源は枯渇する*だろう。 
(118) a. 아까, 라디오에서 들은 일기예보에 의하면, 내일 비 오겠(gess)어/올것이다
(eulgeosi)  




































①応答者数：82人  応答者の年齢代：20～60代の成人男女 
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②応答文の数：a.「-겠-」9 文   b.「-을것이-」9 文) 
③伝聞類型：a. 第1類型(3例) 「～에 의하면(～によると)」 
      b.第２類型(3例)「～의 말로는(～話では)」 
         c.第３類型(3例)「～소문으로는(～噂では)」 
 
表16  伝聞情報に基づいた判断における「-겠-」の許容可否 
 応答者数 許容可 不自然 許容不可 
1類型 246(100%) 120(48.9%) 36(14.6%) 90(36.6%) 
2類型 246(100%) 123(50%) 38(15.4%) 85(34.6%) 
3類型 246(100%) 127(51.6%) 26(10.6%) 93(37.8%) 
合計 738(100%) 370(50.1%) 100(13.6%) 268(36.3%) 
 
表17 伝聞情報に基づいた判断における「-을것이-」の許容可否 
     応答者数 許容可 不自然 許容不可 
1類型 246(100%) 169(68.7%)  31(12.6%) 46(18.7%) 
2類型    246(100% 132(53.7%) 43(17.5%) 71(28.9%) 
3類型 246(100%) 154(62.6%) 35(14.2%) 57(23.2%) 
















































(119) a. (바둑을 조금 두었을떄, 화자가 조금 유리한 형국이 되자 친구에게 말하는 
장면) 오늘은 내가 이길 거야(eulgeosi)/겠다(gessda).  （이기종 2001） 
(119) b.(囲碁指して間もない頃、話者が尐し有利な状況になると、相手に話す場面) 
今日は俺が勝つ?だろう。 
(120) a.“엄마하고 전에 살던 살강 마을에 가고 싶어.네 진짜 아버지가 있는 데 말이
지? 응. 우리 아버지 이젠 돈 많이 벌어 집도 사고 양식도 많이 사 놓았을 거
야.(eulgeoya)   (몽실언니)                                                                                                         
(120) b. 母さんと、前の住んでいたサル川村に戻りたいの 
      モンシルのほんとうの父さんがいるところ？ 
      うん。 父さん今ごろは、きっとお金をいっぱい稼いで家を買い、食べ物もいっ
ぱい買ってある?だろう/と思う。 
  (121) a.(식탁에 놓여 있는 빵을 먹어본 경험이 있는 사람이 먹어보지 못한 상대에게) 


































































(122) a. 昨日はこの問題を解ける*だろうたが、今は解けない。 
                                                   




(122) b. 어제는 이 문제를 풀겠었(gess+過去時制「eoss」)는데, 지금은 잘 안 풀린다.  
(123) a. 전 옛날에는 갈보였지요 라고 대답했더라면 나는 그녀의 대답에 조금의 감동 







































(124)나도 어제는 피곤해서 죽겠었다. 
            「겠(gess)」+過去時制素「었(eoss)」 
   （私も昨日は疲れて死ぬ +「겠(gess)」+「었(eoss),」+다(文終結語尾)。） 
(125)원래 철수가 올 것이었는데, 감기 때문에 못왔어    (황만근) 
    (本来は太郎が来るはずだったが、風邪のため、来られなかった。) 
(126)전 옛날에는 갈보였지요 라고 대답했더라면 나는 그녀의 대답에 조금의 감동 
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4.5.2. 推量用法上の特性と为観性程度の関連性  
 






















(127) a. 1972년 한 보고서를 출간하였다. 성장의 한계라는 보고서에 의하면 21세기가
 되면 산업 자원은 소멸될 것이다(eulgeosi)/겠다(gessda). (500년후의 미래) 
(127) b. 1972年に報告書を出版した。成長の限界という報告書によると、21世紀になる
と産業資源は枯渇する*だろう。 
(128) a. (TV에서 일기예보를 보고, 나중에,일기예보를 보지 않은 친구에게) 
         내일 눈이 오겠(gess)어/올 거야(eulgeosi). 
(128) b. (テレビで天気予報を見て、その後、天気予報を見てない友達に) 
           明日、雪が降るらしいよ/?だろうよ。 
 
























(129)a. (道である人の風体を見て)あの人、100 キロはあるだろう/겠다(gess)。 
을것이다(eulgeosi)。 
(129)b. (道である人の風体を見て)あの人、100キロはあるだろうと思う。 
(129)c. (길에서 어떤 사람의 풍채를 보고) 저 사람 백 키로는 되?겠다고 생각해. 
                                                           (gessda+と思う) 
될 거라고 생각해. 






 (130)c. (먹구름 낀 하늘을 올려다보며)이제 곧 비가 오?겠(gess)다고 생각해.  
(gessda+と思う) 
























































(132)a.(길에서 어떤 사람의 풍채를 보고) 저 사람 100킬로는 되?겠다고 생각해. 
gessda+と思う 
  (132)b.(길에서 어떤 사람의 풍채를 보고) 저 사람 100킬로는 될 ?모양이라고 생각해. 





















     このパン、おいしい*だろう。 
(133)b. 이 빵 맛있겠다(gess)/*을 것이다.(eulgeosi) 
(134)a. (話者が劇場の前に大勢の人々が集まっている様子だけを見て直感的に話す場面)  
         この演劇、面白い*だろう。 
(134)b. 연극 재미있겠다(gess)/*을거야(eulgeosi). 
(135)a. 긇힌 상처가 나 있는 친구의 팔을 보며 말을 건다 )너  아프겠다.(gess) 
                                                           ?아플 거야.(eulgeosi) 
(135)b. 我をしてかすり傷ができている友人を見て話しかける) お前、痛い?だろう。 
(136)a. 元の方言で話す人たちの中に一人だけ標準語の人を見つけて、直感的に話す) 
      あの人、地元の人ではない だろう/겠다(gessda)/?을 것이다.(eulgeosi) 
(136)b. (地元の方言で話す人たちの中に一人だけ標準語の人を見つけて、直感的に話す) 
      あの人、地元の人ではない だろうと思う/だろうと判断される。 
(136)c.저 사람, 여기 지역 사람이 아닐 거라 생각한다/아닐 거라 판단된다. 
                               (eulgeosi+と思う/eulgeosi+判断される 
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                          ?겠다고 생각한다/?겠다고 판단된다.                                  



















(137)a. 만약 그 아이가 여느 아이들처럼 초등학교에 입학해 무난히 학업을 계속할 수 



















































(138a)일에는 아무 자신이 없어도 용서하는 재주만은 자신이 있다. 예수 그리스도는 
아마 전생에 죄를 많이 지은 사람일 것이다(eulgeosi)/?겠다.(gess)  
(例文(109)  再掲) 
(138b)仕事には何の自信がなくても赦す才能だけは自信がある。イエス・キリストはたぶ
ん前世に罪をたくさん犯した人だろう。 
(139a)택시는 곧 염산에 도착했다. 아마 읍내를 출발한 지 채 30분도 경과하지 않았을 
것이다(eulgeosi). 얼마 만에 내가 이곳의 땅을 밟아보는 셈인가. 아마 정확하






























という確信があった。  (眠る夫たち) 
(사요코는 다카히라 선생님을 동경하고 있었으나 선생님은 자신에 관해서는 기억


































































「だろう」：真正推量 「-을것이-」：真正推量 「-겠-」：真正推量 
B.推量用法上の観点 




























































































































































































































④対象と判断内容の距離による推論過程の有無－菊地(2000a)          










































































(1) a. 彼の姿はまるで江戸時代の将軍のようだ。（比況）     
    b. 顔の色彩を見ると、この人はどうやら生きているようだ。（推量） 
c. 例えばピーマンのような緑黄色野菜は健康にいい。（例示） 
                                                   
53「ようだ」は話し言葉では「みたいだ」と用いられることが多い。「みたいだ」は、その歴史的変化過程(みた



























を明確にするために、「CD-ROM 版 新潮文献の 100 冊(1995)」と日韓対訳文献(日本語の作品) 
































ました、なにか急用だったんでしょうか」  （ ルージュ） 
(3)ははははは――僕は瀬川君を精神病患者だと言う訳では無いよ。しかし君の様子を見るの




「(相手の様子を見て)あなたはずいぶん疲れているようだわ。」  (春の言葉) 
「つづきは明日にした方がいいんじゃないかしら？ 無理することはないのよ。」 
(5)ゲーリーは、「なに、あんな奴」 
   とうそぶく。トレーシーはペタンと砂場に坐ったまま、こちらを時々ちらっと見ては、 
「でもあの人の方があんたより大きくて強そうよ」 
   と正直なことを言う。ゲーリーは、 
「でもオレの方が強いんだ、あんな野郎より」 






                                   (容疑者 Xの献身)                               
(7)インたちはやって来た。昨日と比べて、とくに変わったところもない。石ひとつ、 
動いたような様子もなかった。 みんなして、立ちすくむ。    (魔女の結婚) 
 





















(10) (ラーメンを試食して見て) このラーメン、味が薄いようだ。  
(11)金魚をいじった後の、あのたまらない生臭さが、自分の体いっぱいにしみついている




















どうやらカーブの先で工事をやっているようだ。   (落差) 
(13) 「本官を侮辱すると、ただで済ませんぞ」 
「待て、何をしとるんだ」 
















































































































































たらしい。  (危険な場所) 
(25)寺林さん自身は洞窟があるという噂を知らなかったが、現地の人に声をかけてくれる
と、知っている男がいた。ムンダの山手にあるらしい。洞窟は背より高く、水が流れ
て出ているという。  (メラネシア) 
(26)この間、羽田で、賢次郎に会ったんですって。夕方だったもので、純子さんが賢次郎を































   いつもなにほどかの金銭を与えたが、理枝はなんの屈託もなく受け取る。ほとんど抵








高い用法上の傾向(151 例の中で 96 例(63.6%))を見せることが確認できた。その他に、「ら






































































































































(39) a. 新聞情報によると、今回は証人喚問に応じるらしいが、僕はそう思わない。 











































































































 (44)오늘은 추운 것같다(geosgattda). 
    (今日は寒い+geosgattda。) 


















(45)저기 있는 것(geos)은 내 것(geos)이다  
(あそこにおいてあるのは私のものである。) 
(46)저것은 내가 점심에 먹을 것이다. (あれは私がお昼に食べる+もの(物)+である) 



















(48) a. 너의 모자와 내 모자는 같다(gattda). (お前の帽子と私の帽子は同じだ。) 
(48) b. 너의 모자는 내 모자와 같다(gattda). (お前の帽子は私の帽子と同じだ。) 
(48) c. 내 모자는 너의 모자와 같다(gattda). (私の帽子はあなたの帽子と同じだ。) 














 (50) 저 아이 하는 행동이 꼭 제 아비(와) 같다(gattda). 




























































(51)왠지 올해 나에게 안 좋은 일이 생길 것 같다(geosgattda) 
   (何となく 、今年僕に悪いことが起こる+geosgattda/?moyangaida。) 
(52)딱히 근거는 없지만, 타로도 내일 올 것 같다.(geosgattda) 
  (特に、根拠はないが、太郎も明日来る+geosgattda/?moyangida。) 
(53)(부모 덕에 큰 노력 없이 부자가 된 사람들을 떠올리며)  
이 사람들은 전생에 착한 일을 많이 한 것 같다. (geosgattda) 
(親のおかげで大きな努力なしで、金持ちになった人たちを思い出して) 
    この人たちは前世で善良な行動をたくさんした+geosgattda。 
(54)(자기가 응원하는 야구팀의 선수들의 컨디션이 좋아 보여서)  
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오늘 시합은 이길 것 같다(geosgattda) 
(話し手自身が応援する野球チームの選手たちの調子が良さそうなのを見て) 
        今日の試合は勝つ+geosgattda。 
  (55)(대통령이 비행기를 내려오면서 흐뭇한 표정을 보인다) 
오늘 협의는 잘 이루어진 것 같다.(geosgattda) 
  (大統領が飛行機を降りながら、満足そうな表情を見せる)        
今日の協議はうまく行った+geosgattda。 
(56)일기예보에 의하면 내일은 비가 올 것 같다(geosgattda) 
    天気 予報によると、明日は雤が降る+geosgattda。 











(58)만약 그가 만류했단 보도가 맞다면,그리고 그게 사실이라면 그 역시 이제 좀 쉬
어갈 때가 된 것 같다(geosgattda)  (경성애사) 
(もし、彼が 引き止めたという報道が正しければ、そしてそれが本当なら、彼も今
はちょっと休んで行く時が来た+geosgattda。) 







(60)(오랜만에 만나는 친구의 안색을 살피면서)  











(61) (국물의 간을 보면서) 맛이 많이 단 것 같다(geosgattda) 
(スープの味見をしながら) 尐し、味が甘すぎる+geosgattda。  (真实) 



















(63) (지방 사투리로 말하고 있는 사람들중에 한 사람만 표준어를 쓰는 사람을 보고) 
 a. 아마,저 사람은 지방 사람이 아닐 것같다.(geosgattda) 
(地元の方言で話す人たちの中に一人だけ標準語の人を見つけて）  
たぶん、あの人は地元の人ではない+geosgattda. 
(63) b.(지방 사투리로 말하고 있는 사람들중에 한 사람만 표준어를 쓰는 사람을 보고) 
아무래도/왠지、저 사람은 지방 사람은 아닌 것같다. (geosgattda) 
(地元の方言で話す人たちの中に一人だけ標準語の人を見つけて） 
       どうやら/どうも、あの人は地元の人ではない+geosgattda 
(64) a.(黒く曇った空を見上げながら) 
틀림없이 내일 비가 올 것같다(geosgattda) 
       きっと、明日は雤が降る+geosgattda 
  (64) b.(먹구름낀 하늘을 올려다 보며) 
          아무래도/왠지 내일 비가 올 것같다. (geosgattda) 
     (黒く曇った空を見上げながら)        
 どうやら/どうも、明日、雤が降る+geosgattda 
(65) a. 사람들이 젖은 우산을 들고 지하도를 걷고 있다.  
아무래도/왠지 밖은 비가 오고 있는 것같다(geosgattdda) 
(人々が濡れた傘を持って地下道を歩いている。)  
どうやら外は雤が降っている+geosgatda。 
(65) b.(사람들이 젖은 우산을 들고 지하도를 걷고 있다.) 





































(67)(그림을 보면서) 개와 고양이가 싸우는 모양이다(moyangida). 
   （絵を見ながら）犬と猫が喧嘩する[様子だ] 
  (68) a. 이 그림은 개와 고양이가 싸우는 모양(moyang)을 그린 것이다. 
       (この絵は猫と犬が喧嘩している様子を描いたものである。) 
  (68) b. 이 그림은 개와 고양이가 싸우는 것으로 추측된다 












































(70) a.(그림을보면서) 아마 개와 고양이가 싸우는 모양이다(moyangida). 
     （絵を見ながら）たぶん、犬と猫が喧嘩する+moyangida。 
  (70) b.(그림을 보면서) 이 그림은 아마  개와 고양이가 싸우는 *모양이다(moyangida). 
      (絵を見ながら) この絵はたぶん、犬と猫が喧嘩している+moyangida。     
























  (71)비가 오는 모양이다.(moyangida) 





















 三つ目は、推量の機能を担うためには、 連体形語尾が先行しなければならない。 
















(72) a. 이 호랑이는 고양이 모양이다(moyangida). 
      (この虎は猫の模様である。) 
(72) b. 이 호랑이는 자는 모양이다(moyangida). 













(73)(오랜만에 만나는 친구의 피곤한 듯한 표정을 보며)  










































(74)(오래간만에 만난 친구의 얼굴을 보고) 너 아무래도 피곤한 모양이다(moyangida).  
(久しぶりに会った友人の顔色を窺って) お前、どうも疲れている+moyangida。  
(75) 키, 190쯤이군.  요즘 애들이라 해도 지나치게 커.  
















た例は 172例の中で最も多い 113例が見つかった。 
 
(76)윤씨는 무덤 옆의 솔밭과 보리밭 어름을 손가락질하고 있었다. 뻐꾹새가 울었고, 
짙은 꽃 향내가 날아왔다. 근처 어디에 아카시아 숲이 있는 모양이다(moyangida). 
                                   (경성) 
  ユンさんは、墓の隣の松原と麦畑の氷を指差していた。カッコウが泣いて、濃い花の
においが漂ってきた。近くのどこかにアカシアの森がある+moyangida。   
(77)최씨는 일변 짜증을 내었으나 아이에게 무슨 죄가 있누 하고 뉘우쳤다.  
야학종이 또 울린다. 벌써 한 시간 수업이 지난 모양이다(moyangida).  (당진) 



















(78)과학적인 계산에 의하면 한 사람이 하루 흘리는 땀의 양은 1리터 정도이며 용광로 
근처에서 일하는 사람 일지라도 10리터를 넘지 않는 모양이다(moyangida).（차한잔） 
   (科学的計算によると、人が一日で流す汗の量は1リットル程度であり、溶鉱炉の近くで
働く人でも10リットルを超えない+moyangida。) 
(79)전문가들에 의하면 일본을 제외한 아시아계와 중동계 이외에는 일반적으로 남아보












(80)(부모 덕에 큰 노력 없이 부자가 된 사람들을 떠올리며)  
이 사람들은 전생에 뭔가 착한 일을 많이 한 모양이야(moyangida).   (창) 
(親のおかげで大きな努力なしで、金持ちになった人たちを思い出して) 
   この人たちは前世で何か善良な行動をたくさんした+moyangida。 
(81)이제야 나는 자신의 불면과 두통과 헛구역질을 이해할 것같다. 바로 지금도 나는  
그렇게 당신을 겪고 있는 모양이다(moyangida). 심장이 뛰고 호흡이 거칠어 지는 

































(82)(화자의 막연한 내적근거에 기초해서 ） 




 (83)새 엄마는 지극하였다. 엄마라고 하기에는 너무 나이가 많았다. 할머니라고 부르
는 것이 맞을 것같다(geosgattda)/*모양이다.(moyangida) 













(84)만약 선생님이 없었더라면, 나는 작가가 될 수 없었을 것같다./*모양이다. 
                             geosgattda/*moyangida.  
(もし先生がいなかったら、僕は作家になれなかった+geosgattda/moyangoda。) 


































(86) a. 나는 내 자신이 아주 재미있는 사람이고, 재미있는 인생을 보내고 있는 것 같
은 기분/느낌이 들었다. (僕は自分がとても面白い人間でとても面白い人生を送
っている+geosgattda+気がした/geosgattda+感じがした。) 
(86) b. 나는 내 자신이 아주 재미있는 사람이고, 재미있는 인생을 보내고 있는 *모 









(87)단순한 내 인상으론  저 회사 곧 망할 것같다(geosgattda)/*모양이다.(moyangida)  
    (卖なる私の印象では、あの会社、もうすぐつぶれる＋geosgattda/*moyangida) 






















(89) a.이 편지를 받은 것은 11월경이었다. 나는 직감적으로 재미있을 것 같다고 생각
해서 조금 더 고려해 보기로 했다.        (geosgattda +go+sengakhada) 
  (89) b.이 편지를 받은 것은 11월경이었다. 나는 직감적으로 재미있을 *모양이라고 생
각해서 조금 더 고려해 보기로 했다.             (*moyangida+go+sengakhada) 
(この手紙をもらったのは11月頃だった。私は直感的におもしろい+geosgattda＋と思い 










(90)(단지 막연한 자신의 소망을 말하는 것처럼) 
아직 잘 모르겠지만, 그 남자는 나를 소중하게 대해 줄 것같다/*모양이다. 
                                                   (geosgattda)/(moyangida) 
(ただ漠然とした自分の願望を述べるかのように) 
   (まだ、分からないけど、彼は私のことを大事にしてくれる＋geosgattda/moyangida。) 








(92) (친구가 손을 내밀면서 이 손안에 무엇이 들었겠냐고 묻는 말에) 


























(93) a. パソコンの電源が入らない。 壊れてしまったようだ/らしい。 
 (93) b. 컴퓨터의 전원이 들어오지 않는다. 고장 나 버린  것같다.(geosgattda) 
고장 나  버린 모양이다.(moyangida) 
(94) a.(地元の方言で話す人たちの中に一人だけ標準語の人を見つけて） 
あの人は地元の人ではないようだ/らしい。 
(94) b.(지방 사투리로 말하고 있는 사람들 중에, 한사람만 표준어를 쓰는 걸 보며) 














    (일전에, 한번 가본적이 있는데、입구는 저쪽인 것같다/듯하다.) 
(96) A: みんな傘を畳んで歩いているよ。（모두 우산을 접고 다니고 있어요.） 
       B: (直接に確かめないで相手の話を聞いて) 
          雤が止んだらしい。 비가 그친 모양이다/가보다.   羅(1996) 



















(97) a. 私が思うには、 あの人が犯人のようだ。   金(1999) 
(97) b. 내가 생각하기에는, 저 사람이 범인인 것같다/듯하다. 
(98) a.？私が思うには、   あの人が犯人らしい。  金(1999) 











(99) a.(話し手が久しぶりに会った知人の顔色を窺って)  
お前、どうも疲れている?らしい。   
(99) b. 너, 아무래도 피곤한 모양이다.(moyangida)  
(100) a. A:어제 시합은 내가 졌지만, 오늘은 다를거야 
           B:(상대의 기합이 들어간 모양을 보면서)정말로 꽤나, 마음을 단단히 하고 
온 모양인데(moyangida), 그래도 네 실력으론 무리야. 
(100) b. A: 昨日の試合は俺が貟けたけど、今日は違うよ。 
B:(相手の気合入っている様子を見て) 
相当、覚悟をしてきた?らしいな/ようだな, でも、お前の实力では無理だよ。 
(101) a. (散歩をしていた話者が、道端の石につまずいて、足に痛みを感じて)  
あ、痛い、足を挫いた?らしい/ようだ。 
  (101) b. (산책을 하고 있던 화자가 갑자기, 돌부리에 걸려 넘어지면서） 
아, 아파, 다리 접지른 모양이야(moyangida) /것같다(geosgattda)  
(102) a. 나 저 아이 싫어하는 모양이야(moyangida)/것같다.(geosgattda)  
별로 말을 걸고 싶지가 않아 
(102) b. 私、あの子、嫌い?らしいな。あまり声をかけたくないなあ。 
(103) a.(咳をしながら、疲れたようにしている太郎の様子を見て) 
        太郎、風邪を引いたらしい。 
(103) b. 타로, 감기 걸린 모양이다(moyangida). 
(104) a. 新聞情報によると、今回は証人喚問に応じるらしいが、僕はそう思わない。 
(104) b. ?신문정보에 의하면 이번엔 증인소환에 응할 모양이지만, 나는 그렇게 생각
안해.                                     (moyangiciman) 
(105) a. 私の直感では、今年、何となく僕にいいことがある?ようだ。  
(105) b. 내 직감으론, 올해 왠지 나에게 좋은 일이 있을 것같다(geosgattda). 
(106) a. 舞台に上がった曲ではない。しかし、その曲の完成度はコンサートだけでなく、 
一般的な舞台でもぴったり合う?ようだと思う。 
(106) b.무대에 올라간 곡은 아니다. 하지만 그 곡의 완성도는 공연장뿐만 아니라 일
반 무대에서도 딱 맞을 것같다고 생각한다.(geosgattda + と思う) 
(107) a.もし先生がいなかったら、僕は作家になれなかった*ようだ/*らしい。 
(107) b.만약 선생님이 없었더라면, 나는 작가가 될 수 없었을 것같다/*모양이다.                                                                        





















純粋判断型59の「推量」 「だろう」 「겠다」「을 것이다」 
根拠依存判断型 
 
直接的根拠 「ようだ」 「것 같다」「듯하다」 






根拠非前提型 「だろう」 「겠지」「을 것이다」 
根拠前提型 
为体推量60 「ようだ」 「것 같다」「듯하다」 
実体推量61    「らしい」 「가보다」「모양이다」 
 
表3 尹(2003) 




日本語 「ようだ」 「らしい」 
韓国語 





















































から両言語形式の対応様相を調査してみた結果、概ね以下の表 4のような結果が得られた。  
 
表4 日韓疑似推量形式の対応様相 
推量形式 「것같다」 「듯하다」 「모양이다」 「나/가보다」 合計 
「ようだ」 53(60.2%)   18(20.4%)   16(18.1%)     1(1.1%) 88(100%) 



























(108) a. ぴしゃぴしゃという音から判断すれば、どうも両手を揉みほどいでいるようだ。 
(108) b. 찰싹찰싹 하는 소리로 판단하면, 아무래도 양손을 마구 주무르고 있는 것같
다.(geosgattda) 
(109) a.このロ－テ－ションは20年経った今でもきちんと守られているようだ。 
(109) b.이 로테이션은 20년이 지난 지금도 어김없이 지켜지고 있는 모양이다. 
                                                               (moyangida) 
(110) a.サイレンの音がだんだん大きくなっているところからすると、その数も増えてい
るようだ。 




(111) b.점심시간에 청소회사 쪽에 전화를 걸어보니 유사는 뭔가 사정이 있어 휴가를 
낸 모양이다. (moyangida) 
(112) a. ケーキの跡が残っているところをみると、一応、夢ではないらしい。 
(112) b. 케이크의 흔적이 남아 있는 걸로 보면, 일단 꿈은 아닌 모양이다. 
                                                              (moyangida) 
(113) a.吉村は上京するたびに理枝に会った。「お小遣い、あげるよ」「うん、ありがと
う」いつもなにほどかの金銭を与えたが、理枝はなんの屈託もなく受け取る。ほ
とんど抵抗感もないらしい。   
(113) b.요시무라는 상경할 때마다 리에와 만났다.  
“용돈 줄께!”“응, 고마워요”. 언제나 얼마간의 돈을 쥐어 주었으나 리에는 







































































貞行はそういって，家の中でぶらぶらするようになった。  （塩狩峠） 
  (114) b. (오랜만에 만나는 지인의 안색을 살피며) 
당신,아무래도 피곤한 것같다(geosgattda)  
 (115) a.(久しぶりに会う友人の顔を見て)お前、相変わらず、元気なようだ。 
  (115) b.(오랜만에 만나는 친구의 얼굴을 보고)  








(116) a. 冷え冷えとして、新鮮な空気の肌触りからすると、まだ早朝であるようだ。 
(秘密) 
 (116) b. 차갑고 신선한 공기가 피부에 닿는 것으로 보아, 아직 이른 아침인 것같다. 
                                                                     (geosgattda) 
 (117) a.噂によると、あの店の経営者は変わった人のようだ。  

























 (118)(食べ物をなめて) 尐し、味が甘すぎるようだ/*甘すぎるらしい。 
       (음식을 맛보고)조금 맛이 단 것 같다(geosgattda)/*모양이다(moyangida). 
(119) (スープの味見をしながら) 尐し、味が甘すぎるようだ/*らしい。 (美) 
     (국물의 간을 보면서) 맛이 많이 단 것 같다(geosgattda)/*모양이다(moyangida). 
(119)(触ってみながら) このあたり、凹んでいるようだ/*らしい    (仁田 2000) 
      (직접 만지며)이 부분, 움푹 들어간 것같다(geosgattda)/*모양이다(moyangida)。 
  (120)(話者自身の胸の胃のあたりを指さして)どうも、このへんが痛いようだ/*らしい。 
     (자신의 가슴의 위 부분을 가리키면서)아무래도 이 부분이 아픈 것같다/*모양이다.      


































(121) b.(폐점시감이 가까워져서 슈퍼에 쇼핑을 가서, 팔고 남은 회를 보고  





          刺し身、安くなるようだな。 
(122) b.(폐점 시간이 가까워져서 슈퍼에 쇼핑을 가서, 점원이 마카와 가격을 적는 라
벨을 가지고 생선회 매장에 다가가고 있는 것을 보고서) 
          생선회 싸질 것 같다.(geosgattda) 
(123) a. A:이 신발 서현이에게 맞을까?   
     B (구두의 모양을 얼핏 보고 직감적으로) 글쎄? 좀 작을 것같다.(geosgattda) 




















(124) a.もし彼がいなければ、この計画は失敗していた*ようだ。  (世界) 
(124) b.만약 그가 없었다면, 이 계획은 실패했을 것같다(geosgattda). 
(125) a.만약 그가 만류했단 보도가 맞다면, 그리고 그게 사실이라면 그 역시 이제 좀








































(126) a.그 천정화가 그려진 곳으로 들어오는 입구에는 발 밑을 조심하라는 경고가 각 
나라 말로 여러 번 쓰여져 있다. 들어오는 순간 천정만 보다가 계단을 보지 








(127) b. 차는 아오야마의 언덕을 달려 커다란 철책 문과 차고가 있는 집앞에 멈췄다. 









(128) a.(触ってみて) このあたり、凹んでいる*らしい。(仁田2000：144)  













































(130) a. A:시간이 없습니다. 왜 왔습니까? 
B:(상대의 표정을 살피며)너, 내가 찾아와서 불쾌한 모양이다.(moyangida)              
(130) b. A:時間がないんですよ。何で来たんですか？ 
B:(相手の表情を窺って)お前、俺がやって来たので、不愉快?らしいな。  
(131) a.키, 190쯤이군.  요즘 애들이라 해도 지나치게 커.  






(132) a.(久しぶりに会った友達の表情を見て) 君、どうも気分が良くない? らしいな。 
  (132) b.오랜만에 만난 친구의 표정을 살피며) 너, 왠지 기분이 안 좋은 모양이다.  











































(134) a.(부모 덕에 큰 노력 없이 부자가 된 사람들을 떠올리며)   




       この人たちは前世に善良な行動をたくさんした?らしい。 
(135) a.(話者の内的感覚に基づいて）俺、最近物覚えが悪くなった？らしい。  
(135) b.(화자 자신의 내적 감각에 기초해서) 나, 요즘 기억력이 나빠진 모양이야. 
                                 (moyangida)   
(136) a.미안하다… 두선아, 난 너의 충고를 지켜낼 수 없었다. 사람의 마음이란…  






















②間接的根拠という情報源 を明確に表す「～에 의하면」と「모양이다」:1例 
 
(137)수사 진전을 좀더 두고 봐야 알겠지만 국민들은 검찰의 수사 태도에 의아함을 느
낀다. 보도에 따르면 검찰로서도 고충이 없는 것은 아닌 모양이다. (moyangida) 












                                                   
64 韓国語は「によると」という間接的情報源を示す副詞句が用いられる際には、ほとんどの場合、日本語の伝聞












(138) a. 新聞情報によると、今回は証人喚問に応じるらしいが、僕はそう思わない。 
(138) b. 신문정보에 의하면 이번엔 증인소환에 응할?모양이지만(moyangida), 나는 그




















(139)b.(오랜만에 만나는 친구의 안색을 살피면서)  





































































































(140) a.이상해요. 지금, 제가 아주 나이가 많이 든 여자가 된 것같은/*모양인 느낌이
 들어요.  (美しい日々)                             geosgattda/*moyangida 







(141) b.나는 내 자신이 아주 재미있는 사람이고, 재미있는 인생을 보내고 있는  
것 같은(geosgattda) /*모양인(moyangida) 생각이 들었다. 
(142) a.まだ夜は明けていないけど誰かが弾正橋で待っているような予感がした/*らしい
予感がした。   
 １７１ 
 
(142) b.아직 날이 밝지 않았지만, 누군가가 弾正다리에서 기다리고 있는 것같은 예감
이들었다.                                                geosgattda+予感                                                       
아직 날이 밝지 않았지만, 누군가가 弾正다리에서 기다리고 있는 *모양인  











(143) b. 이 편지를 받은 것은 11월경이었다. 나는 직감적으로 재미 있을 것 같다고 



















(144) b.?들리는 소문에 의하면 우리나라의 경기는 점차로 회복할 모양이지만, 나는  






































































































































































①日本語形式 :  a.真正推量形式 ：「だろう」 
           b.疑似推量形式 ：「ようだ」「らしい」 
 
②韓国語形式： 真正推量形式： a.卖一形式（先語末語尾)：「-겠(gess)-」 
                   b.複合形式：「-을것이- (eulgeosi) 」  
疑似推量形式(複合形式)： 「(-은/는/을) 것같다(geosgattda)」 






















































































































































































































































 (식탁에 놓여 있는 빵을 먹어본 경험이 있는 사람이 먹어보지 못한 상대에게) 
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成昊炫(2012) 推量モダリティ形式[しそうだ]の考察  -「ようだ」との對比を中心に- 
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이 앙케이트는 「전문정보에 기초한 추량」에 대한 한국어 양형식「-겠-」「-을것이-」






①応答者数：82人  応答者の年齢代：20～60代の成人男女 
②調査方法:韓国語の母語話者82人にアンケート用紙を配って、許容度の判定を被調査者に 
直観的に応答してもらう方法。 





(1) 아까 라디오에서 들은 일기예보에 의하면 오겠어. 
  (さっき、ラジオから聞いた天気予報によると、明日は雤が降る+gess.) 
許容度の判定：(◯)-52  (×) -18 (?) -12 
 
(2) 의사의 말에 의하면 이번 피부병은 식중독 떄문이겠어.  
（医者の話によると、今度の皮膚病は食虫堂のためだった+gess.） 
(◯) - 15  (×) -54 (?) -13 
 
(3) 소문에 의하면、우리 나라의 경기는 점점 회복해 가겠어 
(噂話によると、我が国の景気は徐々に回復していく+gess.) 
(◯) - 57 (×) - 14 (?) - 11 
 
(4) 타로의 말로는, 하나코가 내일은 결석하겠어.  
   (太郎の話では、花子が明日は欠席する+gess.) 
(◯) - 20  (×) - 50  (?) - 12 
 
(5) 취재 기자의 말로는, 이번에는 한국이 이기겠어.  
  (取材記者の話では、今度は韓国が勝つ+gess.) 
(◯) - 53  (×) – 19  (?) - 11 
 
(6) 전문가한테 들은 말로는, 한국도 언젠가는 큰 지진이 일어나겠어. 
  (専門家から聞いた話では、韓国もいつか大地震が起こる+gess) 
(◯) - 52  (×) - 15  (?) - 15 
 
(7) 내가 들은 소문으로는, 그 회사 곧 망하겠어. 
   (噂話では、あの会社、 もうすぐつぶれる+gess.) 
(◯) - 26  (×) - 51 (?) - 5 
(8) 떠도는 소문으론, 곧 경제위기가 닥쳐오겠어. 
   (噂では、もうすぐ経済危機が迫ってくる+gess 
(◯) – 61  (×) - 13 (?) - 8 









(1) 아까 라디오에서 들은 일기예보에 의하면 올거야.  
  (さっき、ラジオから聞いた天気予報によると、明日は雤が降る+eulgeosi.) 
許容度の判定：(◯) – 62  (×) - 14  (?) - 6 
 
(2)의사의 말에 의하면 이번 피부병은 식중독 떄문일 거야. 
（医者の話によると、今度の皮膚病は食虫堂のためだった+eulgeosi） 
(◯) - 52   (×) -18   (?) – 12      
 
(3)소문에 의하면、우리 나라의 경기는 점점 회복해 갈거야.  
(噂話によると、我が国の景気は徐々に回復していく+eulgeosi.) 
(◯) - 57  (×) - 14  (?) - 11 
 
(4)타로의 말로는, 하나코가 내일은 결석할거야. 
(太郎の話では、花子が明日は欠席する+eulgeosi.) 
(◯) – 35  (×) - 36  (?) – 11 
 
(5)취재 기자의 말로는, 이번에는 한국이 이길거야. 
(取材記者の話では、今度は韓国が勝つ+eulgeosi.) 
(◯) - 46  (×) - 18  (?) - 18 
 
(6)전문가한테 들은 말로는, 한국도 언젠가는 큰 지진이 일어날 거야. 
(専門家から聞いた話では、韓国もいつかは大地震が起こる+eulgeosi.) 
(◯) - 51  (×) - 17  (?) - 14 
 
(7)내가 들은 소문으로는, 그 회사 곧 망할거야. 
(私が聞いた噂では、あの会社、もうすぐ、つぶれる+eulgeosi) 
(◯) – 53  (×) - 15  (?) - 14 
 
(8)떠도는 소문으론, 곧 경제위기가 닥쳐올 거야. 
(噂では、もうすぐ経済危機が迫ってくる+eulgeosi) 
(◯) – 63  (×) – 11  (?) - 8 
 
(9)동네 소문으로는 밤중에 불량배들을 조심해야 할 거야. 
(わが町の噂では、夜中に不良人を注意すべき+eulgeosi) 
(0) - 39  (×) - 30  (?) - 13 
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